様式第2号(第8条、第9条の2関係)

彦根市地方バス路線維持費補助金(運行費補助)に係る実績(見込み)報告書
1　申請事業の概要

	補助対象期間における損益状況
	科目
	金額

	
	経常収益
	運送収益(イ)
	千円

	
	
	運送雑入
	千円

	
	
	営業外収益
	千円

	
	
	合計(ロ)
	千円

	
	経常費用
	運送費
	人件費
	千円

	
	
	
	燃料油脂費
	千円

	
	
	
	修繕費
	千円

	
	
	
	固定資産償却費
	千円

	
	
	
	保険料
	千円

	
	
	
	施設使用料
	千円

	
	
	
	施設賦課税
	千円

	
	
	
	その他経費
	千円

	
	
	
	計(ハ)
	千円

	
	
	一般管理費
	人件費
	千円

	
	
	
	その他経費
	千円

	
	
	
	計
	千円

	
	
	営業外費用
	千円

	
	
	合計(ニ)
	千円

	
	損益
	運送損益(イ－ハ)
	千円

	
	
	経常損益(ロ－ニ)
	千円


2　地方バス路線の概要と補助申請額

(1)　輸送実績

	申請番号
	運行系統名
	運行系統
	運行
	年間輸送実績

	
	
	起点
	主な経過地
	終点
	キロ程
	所要時間
	１日当たり運行回数
	輸送人員
	平均乗車キロ
	輸送人キロ
	平均乗車密度
	平均乗車効率
	運送収入
	キロ当たり収入

	
	
	
	
	
	(km)
	(分)
	(便)
	(人)
	(km)
	(km)
	(人)
	(％)
	(円)
	(円)

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	
	
	


(2)　運行系統の概要

	申請番号
	運行系統名
	運行系統
	運賃算定基準賃率
	走行キロ
	経常収支

	
	
	起点
	主な経過地
	終点
	
	実車走行キロ
	県補助対象走行キロ
	経常収入
	経常費用
	経常欠損

	
	
	
	
	
	
	
	
	運送収入
	営業外収入
	計
	
	

	
	
	
	
	
	(円)
	(km)
	(km)
	(円)
	(円)
	(円)
	(円)
	(円)

	　
	　
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	

	　　計
	
	
	
	
	
	
	


(3)　補助申請額　　　　　　　　千円

記載要領

1　補助対象事業者の決算期間が補助対象期間と相違している事業者にあっては、一般自
動車運送事業会計規則に従って補助対象期間の仮決算を行い、その損益状況を補助対象
期間の損益状況欄に記載すること。また、人件費については、年間仕業時間数によって
他業務との配分を明確にして計算すること。

2　補助申請に係る運行系統の概要は、系統ごとに申請番号を変えて記載すること。

3　補助申請額については、1,000円未満の端数は切り捨てること。

4　「運行系統キロ程」「実車走行キロ」「県補助対象走行キロ」の欄は、小数点第1位(第2位以下切捨て)まで算出し、記載すること。

5　「平均乗車キロ」「平均乗車密度」「平均乗車効率」「運賃基準算定賃率」の欄は、小数点第2位(第3位以下切捨て)まで算出し、その他の欄は、小数点以下を切り捨てた数値を記載すること。

